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1 　 n ≥ 2とし,Aを n次正方行列,Ã = (ãji)i,j=1,··· ,nをその余因子行列とする.ここで,ãij は (i, j)余因子

である.次を証明せよ.

(1)Aが正則のとき det Ã = (detA)n−1

(2)Ã = O ⇐⇒ Aの階数が n− 2以下

(3)Ãが正則⇐⇒ Aが正則

2 　実数 x, yに対して

　　　　　 B =


x y 0 x
y x y 0
0 y x y
x 0 y x


とする.

(1)B の行列式を求めよ.できるだけ因数分解せよ.

(2)小行列式に注目して B の階数を求めよ.

(3)B の階数を (x, y)平面に図示せよ.

3 　 n ≥ 3に対して,x1, · · · , xn は相異なる実数とし,

　　　　　 C =


1 x1 x2

1 · · · xn−1
1

1 x2 x2
2 · · · xn−1

2
...

...
...

...
1 xn x2

n · · · xn−1
n


とする.

(1)detC = (x1, · · · , xn) =
∏
j>i

(xj − xi)を示せ.

(2)多項式 f(x) = a0 + a1x + · · · + an−1x
n−1 であって f(xj) = xn

j (j = 1, · · · , n)となる f(x)がただ一

つ存在することを示せ.

(3)f(x) = xn − (x− x1)(x− x2) · · · (x− xn)であることを示せ.

(4)C の n列目を


xn
1

xn
2
...
xn
n

で置き換えた行列をDとする.クラメルの公式を用いて,f(x)の xn−1の係数を見

ることによって

detD = (detC)(x1 + · · ·+ xn)

となることを示せ.


